
 

 

 

2016.10.2 (第１日曜日)9:00～14:00 日本野鳥の会大阪支部   

担当 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、西脇 淳浩、平 軍二（☎090-6901-1425） 

 10 月はノビタキを観察するためにコースを一部変更し、

牧野ゴルフ場駐車場に足を延ばします。 

１．先月９月、秋の渡り鳥はいなかった  
台風 12 号の影響による雨予報の中、雨は降らずさわやか

な風が通る探鳥日和、スポーツグランドにはセグロセキレ

イ・ハクセキレイ、林ではシジュウカラ・エナガを中心とす

るカラの混群、そしてひょうたん池ではカワセミも出てく

れた。しかし例年９月探鳥会で観察できる秋の渡り鳥を期

待したが、姿を見せず残念だった。  カラの混群を見る→ 

２．今月紹介する鳥はエゾビタキ   

今月はエゾビタキを紹介します。この時期、エゾビタキは、同

属のコサメビタキとほぼ同じ環境で観察されますが、エゾビタ

キは写真のように下面に縦斑があるのに対し、コサメビタキに

縦斑がないので違いは良くわかります。数が多いコサメビタキ

は、大阪近郊を含めた日本でも繁殖しているため「夏鳥」とな

りますが、エゾビタキの繁殖地はカムチャッカ半島・サハリン、

そしてウスリー地方と北国なので、日本では春秋の渡りの季節

にのみ観察できる「旅鳥」として区分されます。 

また春の渡り時はエゾビタキ・コサメビタキともあまり見ま

せんが、秋は良く見えるのは、春は越冬地から繁殖地に直行す

るのに対し、秋は渡りの中継地（公園の樹林など）にゆっくり

しているためと思われます。 

枯れ木の枝先などに休んでいて、飛んでいる虫を見つけての

フライキャッチはコサメビタキと同じ、一度見つけると、ずっ

と見続けることができる鳥なので、河川敷の樹林のどこかに  

↑エゾビタキ 121007 (斉藤博氏)       いてほしいのですが。 
 

        

３．自転車に注意  

 牧野探鳥会は他の探鳥地に比べ鳥が多いけれども、探鳥

コースに「トイレが無い・自転車が危ない」の二重苦が、

アキレス腱になっています。特にサイクリング車が一日数百

台、猛スピードでひっきりなしで、ぶつかると怪我をして痛い

目に合うのはバードウォッチャーです。 

前後左右に目を配り、「自転車から自分を守る」 

ようお願いします。 

尚、８月ツバメのねぐらは夕方の観察会でしたが、サイクリング車が何台も通過しました。バードウォッチャ

ーよりも利用時間範囲が広く、利用人数も圧倒的に多いことがわかりました。 

４．次回 11 月 2 日(日)9:00～14:00     

来月は早くも冬鳥到来の季節。気の早いカモの仲間、ジョウビタキなどの小鳥も来ていると思いますので、楽

しみに参加してくださるよう、お待ちしています。 

 

 

 

160904 河川敷の樹林を通過する自転車



 

牧野探鳥会 観察鳥リスト 
科名 鳥名　

5/1 6/5 7/3 8/6 9/4 10/2 5/1 6/5 7/3 8/6 9/4 10/2

5 キジ キジ 22 4 420 モズ モズ 46 5 6

21 カモ ツクシガモ 1 雨 435 カラス ハシボソガラス 53 17 雨 ○ ○ 5

26 カモ オカヨシガモ 22 天 436 カラス ハシブトガラス 51 5 天 ○ ○ 18

27 カモ ヨシガモ 5 中 438 キクイタダキ キクイタダキ 7 中

28 カモ ヒドリガモ 22 止 442 シジュウカラ ヤマガラ 6 止

29 カモ アメリカヒドリ 5 443 シジュウカラ ヒガラ 1

30 カモ マガモ 26 2 445 シジュウカラ シジュウカラ 47 20 ○ 30

32 カモ カルガモ 43 12 ○ ○ 452 ヒバリ ヒバリ 32 3

34 カモ ハシビロガモ 1 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

35 カモ オナガガモ 6 457 ツバメ ツバメ 27 9 ○ ◎ 15

36 カモ シマアジ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 8 1

37 カモ トモエガモ 1 461 ツバメ イワツバメ 18 12

38 カモ コガモ 30 5 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 53 20 ○ ○ 30

42 カモ ホシハジロ 14 464 ウグイス ウグイス 49 47 ○ 〇 2

46 カモ キンクロハジロ 16 466 エナガ エナガ 39 10 ○ 18

47 カモ スズガモ 2 476 ムシクイ オオムシクイ 1

59 カモ カワアイサ 22 477 ムシクイ メボソムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 18 480 ムシクイ センダイムシクイ 4 2

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 24 483 メジロ メジロ 38 7 ○ 8

74 ハト キジバト 51 5 ○ ○ 8 492 ヨシキリ オオヨシキリ 14 3 ○

127 ウ カワウ 50 9 ○ ○ 4 499 セッカ セッカ 13 3 ○

139 サギ ゴイサギ 7 1 ○ 1 506 ムクドリ ムクドリ 50 23 ○ ○ 34

141 サギ ササゴイ 9 2 ○ 508 ムクドリ コムクドリ 3

144 サギ アオサギ 52 8 ○ ○ 7 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 49 2 ○ ○ 7 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 40 1 ○ 7 521 ヒタキ シロハラ 24

153 トキ ヘラサギ 1 1 522 ヒタキ アカハラ 1

166 クイナ クイナ 2 525 ヒタキ ツグミ 26

170 クイナ ヒクイナ 3 533 ヒタキ ノゴマ 1

174 クイナ バン 3 536 ヒタキ ルリビタキ 1

175 クイナ オオバン 15 540 ヒタキ ジョウビタキ 26

185 カッコウ ホトトギス 1 542 ヒタキ ノビタキ 6

192 アマツバメ アマツバメ 2 549 ヒタキ イソヒヨドリ 10 2

195 チドリ ケリ 16 552 ヒタキ エゾビタキ 1

202 チドリ イカルチドリ 6 3 554 ヒタキ コサメビタキ 5

203 チドリ コチドリ 16 4 558 ヒタキ キビタキ 5 2

204 チドリ シロチドリ 4 560 ヒタキ オジロビタキ 1

227 シギ チュウシャクシギ 2 561 ヒタキ オオルリ 3 1

235 シギ アオアシシギ 1 2 569 スズメ スズメ 53 20 ○ ○ 35

239 シギ クサシギ 1 573 セキレイ キセキレイ 11

241 シギ キアシシギ 1 1 574 セキレイ ハクセキレイ 47 2 ○ 6

244 シギ イソシギ 32 2 575 セキレイ セグロセキレイ 45 2 ○ 9

251 シギ トウネン 1 584 セキレイ タヒバリ 9

286 カモメ ユリカモメ 15 78 586 アトリ アトリ 18

293 カモメ ウミネコ 2 587 アトリ カワラヒワ 50 25 ○ ○ 10

294 カモメ カモメ 1 588 アトリ マヒワ 6

299 カモメ セグロカモメ 8 592 アトリ ベニマシコ 24

307 カモメ コアジサシ 4 2 600 アトリ シメ 21

339 ミサゴ ミサゴ 31 1 602 アトリ イカル 9

340 タカ ハチクマ 2 610 ホオジロ ホオジロ 49 5 ○ 2

342 タカ トビ 37 1 ○ 4 614 ホオジロ ホオアカ 1

349 タカ チュウヒ 1 617 ホオジロ カシラダカ 16

355 タカ ハイタカ 12 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

356 タカ オオタカ 11 624 ホオジロ アオジ 29

357 タカ サシバ 1 628 ホオジロ オオジュリン 7

358 タカ ノスリ 15  キジ コジュケイ 7 2 2

366 フクロウ オオコノハズク 1  ハト カワラバト(ドバト) 52 40 ○ ○ 48

383 カワセミ カワセミ 45 ○ 3  カッコウ カッコウSP 2 1

388 キツツキ アリスイ 4 カモ アイガモ 1

390 キツツキ コゲラ 41 5 ○ 4

393 キツツキ アカゲラ 1 48 25 17 27

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 16 439 324

407 ハヤブサ ハヤブサ 15 39 8 36 16

418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1
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